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また、当社は法令等に従った適切な開示を行うことで、経営の健全性並びに透明性を確保

し株主の皆様をはじめ関係者各位に上場企業としての社会的責任を果たすとともに、株主

の皆様をはじめ関係各位に対しての説明責任を果たすことで、信頼回復に努めてまいる所

存であります。 
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